
















































































二、 「松」 、 「菊」の組み合せについて
　
次に、 「松」 、 「菊」それぞれに組み合わされる植物について、陶淵明の用例を除いて、東晋以前の文献の用例を見てゆき
一四〇

























































 楚辞に曰く、朝に木蘭の墜露を飲み、夕に秋菊の落英を餐ふ。 〔中略〕秋蘭を紉けて以て佩と為す。然らば蘭は佩と為すべくして、故に以て襟に間ふ。 ）
　「離騒」では「菊」を食べたり「蘭」を身に着ける表現で自らの高潔さを表現しているが、李善は、この「招隠詩」においても、これに基いた表現がなされていると指摘している。　他の「菊」との組み合わせとしては「蘅」 （カンアオイ）に一例がある程度である。
　










































































































































以上の様に、 「松」が高い志 守る意味合いを持つのは、 『論語』が濫觴となっており、 「菊」が さを示す比喩物と
なったのは、 『楚辞』に由来しているのである。
四、陶淵明の「松」 、 「菊」と『論語』 、 『楚辞』
　







































































































































































































































〔王逸注〕雖久寿考、無成功也。 （蹇として して す無し。 〔王逸注〕寿考を久しくすと雖も、功を成す無し。 ）
　
ここでは、王逸の注を参考にすれば、長生きしているが、滞って何事も成し遂げるこ は無かっ ことを言って る。
　








































































































































（0）他の作品は以下の如くである。 「癸卯十二月中作与従弟敬逺」 、 「飲酒」其二、 「有会而作」 、 「詠貧士」其七、 「感士不遇賦」 。
（
（（）袁行霈『陶淵明集箋注』 （中華書局、二〇〇三年）二五五頁。
（
（（）襲斌前掲書三八七頁。
（
（（）上田武、田部井文雄『陶淵明集全釈』 （明治書院、 〇〇一年）三八四頁。
